
アリアケモドキ (ムツハアリアケガニ科) 兵庫県ランク：Ａ

Deiratonotus cristatus 環境省ランク：指定なし

種の概要 主要な選定理由

○ ○ ○

県内分布

県内における生息状況及びその他特記事項
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北海道から沖縄県に分布する。甲幅20mm。河口部の砂泥質か
ら泥質の干潟に生息する。特に澪筋や洲で狭められた細流で、
底質が泥である場所を好む。体全体に泥をかぶって底層を歩き
まわる姿が見られる。近縁種や形態の似た種とは、甲は6角形で
横中央付近に太い筋が入ること、腹面は白く朱色の班が縦に走
ることで見分けられる。
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ランク変更なし。播磨西部及び但馬地方で記録がある。国内での分布域は広いが、県内での記録地点
数、個体数はともに少ない。河口部の干潟に生息するが、種の概要で述べたような生息場所の選好性
がある。

個体群規模が小さいため、近隣の生息域と分
断されている可能性がある。本種の生息環境
は護岸工事や河口堰などの建設、浚渫によっ
て破壊、消失しやすい。また、国内各地で減
少傾向があるとされており、県内個体群が消
失した場合、復元しても他地域からの新規個
体が加入するのは容易ではないと思われる。
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